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一般会計予算質疑

　

一
般
会
計
予
算
質
疑
を
３
月
９
日
、
10
日
、

11
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑
の

一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー

ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。︵
い
ず

れ
も
５
月
中
旬
予
定
︶

一
般
会
計  

　
　 

質
疑

予
算

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
大
野　
幾
子

中
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
朝
食
を
毎
日

食
べ
る
生
徒
が
86
％
、
朝
食
を
ほ
と
ん
ど
食

べ
な
い
、
あ
る
い
は
週
１
回
か
ら
２
回
食
べ

る
生
徒
が
約
７
％
、
昼
食
は
事
前
に
購
入
し

た
弁
当
等
を
食
べ
る
生
徒
が
７
％
と
い
う
現

状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
教

育
的
・
福
祉
的
な
視
点
か
ら
、
中
学
校
給
食

に
全
員
喫
食
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
選
択
制
で
の
中

学
校
給
食
を
開
始
し
、
現
状
把
握
と

 

中
学
校
給
食
へ
全
員
喫
食
導
入
を

問答

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田　
　
充

北
部
山
間
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る

施
設
と
し
て
、
北
辰
中
学
校
跡
地
を

活
用
す
る
基
本
構
想
案
が
策
定
さ
れ
た
が
、

概
算
の
工
事
費
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
地

元
の
方
が
熱
望
し
て
い
る
の
は
、
福
祉
的
な

施
設
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
計
画
施
設
は

見
山
の
郷
等
と
競
合
す
る
た
め
、
計
画
北
側

の
里
山
セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
観

点
は
な
い
の
か
。

北
部
山
間
地
域
は
高
齢
化
や
過
疎
化

が
進
み
、
地
域
の
活
力
に
も
影
響
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
資
源
を
活

か
し
﹁
農
・
林
・
食
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
振
興
に
寄
与
す
る
基
本
構
想
案
を
策
定

し
た
。
概
算
工
事
費
は
、
約
９
億
５
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
、
里
山
セ
ン
タ
ー

 

北
辰
中
学
校
跡
地
活
用
の
見
解
は

問答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
辰
見　
　
登

本
市
の
救
急
医
療
体
制
は
、
循
環
器

科
な
ど
４
科
目
が
不
足
し
て
お
り
、

市
外
搬
送
が
多
く
、
他
市
に
依
存
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
施
政
方
針
に
総
合
病
院
の
誘

致
を
含
め
た
医
療
体
制
の
強
化
と
あ
る
が
、

誘
致
手
法
に
公
募
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

こ
の
現
状
改
善
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

病
院
誘
致
に
つ
い
て
は
、
広
く
公
募

す
る
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
る
が
、

三
島
医
療
圏
の
現
状
等
を
勘
案
す
る
と
、
公

募
と
い
う
形
は
現
段
階
で
は
困
難
と
考
え

る
。
し
か
し
、
適
正
な
形
で
透
明
性
を
確
保

し
な
が
ら
、
現
状
を
解
消
す
る
策
と
し
て
、

病
院
誘
致
を
含
め
て
、
医
療
体
制
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
む
。

 

病
院
誘
致
を
含
め
た
体
制
充
実
を

問答
　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
安
孫
子　
浩
子

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
の
学
習

支
援
に
つ
い
て
、
学
習
会
を
開
始
さ

 

子
ど
も
へ
の
学
習
、
生
活
支
援
を

問

今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
生
徒
や
保
護
者

が
、
現
行
の
中
学
校
給
食
と
家
庭
か
ら
持
参

す
る
昼
食
の
選
択
制
を
望
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
選
択
制
の
給
食
を
実
施
し

て
い
く
。

と
あ
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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市
議
会

だ
よ
り

討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

土
の
う
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
設
置

困
難
な
場
合
は
市
で
対
応
す
る
。
防

水
シ
ー
ト
等
に
つ
い
て
は
、
水
害
時
に
お
け

る
自
助
力
の
意
識
啓
発
と
い
う
意
味
か
ら

も
、
対
策
が
先
行
し
て
い
る
市
町
村
の
状
況

を
調
査
し
、
費
用
や
有
効
性
を
確
認
し
て
い

き
た
い
。

れ
る
と
聞
く
が
、
今
後
の
方
向
を
考
え
る
連

絡
会
の
よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
学
習
指
導
の
中
で
見
え
て
き
た

課
題
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
上
の
課
題
に
つ

い
て
も
、
学
校
や
地
域
の
相
談
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
解
決
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

連
絡
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、

支
援
の
取
り
組
み
が
進
む
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
が
出
て
く
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
自
立
相
談
支
援
員
と
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
、
定
期
的
な
連
絡
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
解
決
の
た
め
、
学

校
や
関
係
機
関
、
地
域
の
相
談
機
関
と
の
連

携
に
も
努
め
て
い
く
。

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
発
達
障
害
な
ど
、
小
・

中
学
校
に
進
ん
で
か
ら
気
づ
か
れ
る
障
害
も

あ
る
た
め
、
そ
の
作
成
対
象
年
齢
を
拡
充
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
よ
り
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
学
校
と
連
携
し
て

い
く
の
か
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル
の
対
象
年

齢
は
、
小
・
中
学
校
に
進
ん
で
か
ら

障
害
に
気
づ
く
場
合
も
あ
る
の
で
、
乳
幼
児

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
、
拡
充
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
校
等
へ
周
知
し
て

い
る
た
め
、
今
後
、
教
育
支
援
計
画
を
作
成

す
る
際
に
活
用
し
、
小
・
中
学
校
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

医
療
施
策
を
展
開
す
る
に
当
た
り
、

医
療
分
野
に
お
け
る
情
報
共
有
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
の
連
携
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
統
括
的
な
役

割
を
果
た
す
医
療
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
そ
の
任
用
形
態
も
含
め
、
必
要
性
を
十

分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
塚　
　
　
理

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
医
療
と
福

祉
の
連
携
に
お
い
て
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
、
行
政
、
医
療
従

事
者
、
介
護
従
事
者
、
住
民
な
ど
、
多
様
な

主
体
が
情
報
を
共
有
し
、
連
携
す
る
取
り
組

み
を
行
う
際
、
中
心
的
な
役
割
と
し
て
、
戦

略
な
ど
を
統
括
す
る
専
門
家
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
、
医
療
や
福
祉
の
情
報
を
医
療
施

策
に
活
用
す
る
た
め
に
、
医
療
と
情
報
の
活

用
を
専
門
的
に
学
ん
で
い
る
医
療
Ｃ
Ｉ
Ｏ

（
※
）
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

 

医
療
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
配
置
を

問

答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村　
卓
司

浸
水
被
害
の
あ
っ
た
所
な
ど
へ
整
備

す
る
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
市
民
自
ら
が
土
の
う
を
設
置
す
る
こ
と

を
考
え
、
高
齢
者
や
子
ど
も
で
も
設
置
可
能

な
防
水
シ
ー
ト
等
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
市
で
の
総
合
的
な

雨
水
対
策
の
中
に
、
購
入
の
補
助
制
度
も
検

 
防
水
シ
ー
ト
等
購
入
時
の
補
助
を

問

答
障
害
児
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル

は
、
保
護
者
の
相
談
時
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
乳
幼
児
を
対
象
に
作
成
さ

れ
、
小
・
中
学
校
で
も
継
続
し
て
活
用
す
る

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル
の
活
用
を

問

答

　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
友
次　
通
憲

産
学
連
携
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度

予
算
で
は
、
900
万
円
を
計
上
し
、
連
携
対
象

大
学
を
市
内
だ
け
で
は
な
く
、
全
大
学
に
拡

大
す
る
と
し
て
い
る
。
実
績
は
、
大
阪
大
学

と
の
３
件
と
聞
く
が
、
４
月
に
開
学
す
る
立

命
館
大
学
の
政
策
科
学
部
や
経
営
学
部
、
28

年
に
開
学
す
る
総
合
心
理
学
部
、
さ
ら
に
は
、

追
手
門
学
院
大
学
や
梅
花
女
子
大
学
の
文
系

学
部
と
の
連
携
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

 

大
学
と
連
携
し
た
産
業
振
興
を

問

答
大
学
の
文
系
学
部
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
市
場

調
査
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
、
メ

ニ
ュ
ー
開
発
に
よ
る
販
売
促
進
な
ど
、
文
系

学
部
と
の
連
携
事
業
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

大
学
や
事
業
者
に
制
度
の
周
知
を
図
り
、
利

用
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

CIO：Chief Information offi cer の略で、 情報化統括責任者のこと。（※）
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接
種
の
副
反
応
に
よ
る
被
害
の
ほ
う
が
大
き

い
た
め
、
接
種
は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
で
継
続
的
に
研
究
さ
れ
、
対
象

と
す
る
予
防
接
種
が
増
や
さ
れ
た
り
、
ワ
ク

チ
ン
等
の
接
種
内
容
が
変
更
さ
れ
続
け
て
い

る
。
予
防
接
種
法
に
は
、
日
本
脳
炎
も
含
め
、

市
町
村
が
行
う
予
防
接
種
が
定
め
ら
れ
、
接

種
を
勧
奨
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

市
と
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
た
業
務

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野　
　
巖

在
宅
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
度
に
つ
ど
い
の
広
場
が
１
か

所
開
設
さ
れ
、
合
計
14
か
所
と
な
る
が
、
つ

ど
い
の
広
場
等
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の
情
緒
の
安

定
を
図
り
、
感
覚
を
刺
激
す
る
よ
う
な
活
動

を
体
験
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。

つ
ど
い
の
広
場
は
、
仲
間
づ
く
り

の
促
進
や
子
育
て
情
報
の
発
信
に

加
え
、
ス
タ
ッ
フ
が
保
護
者
の
気
持
ち
を
受

け
止
め
る
こ
と
で
、
子
育
て
中
の
孤
立
感
な

ど
を
解
消
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
つ
ど
い
の
広
場
等
に
対
し
て
、

 

つ
ど
い
の
広
場
等
の
役
割
は

問答

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
小
林　
美
智
子

施
政
方
針
に
総
合
病
院
の
誘
致
と
あ

る
。
地
域
医
療
の
機
能
強
化
は
重
要

と
考
え
る
が
、
総
合
病
院
の
誘
致
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
。
仮
に
誘
致
す

る
と
し
て
も
、
本
市
の
現
状
を
包
括
的
に
調

査
・
分
析
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医

療
の
機
能
強
化
に
、
ど
う
い
う
も
の
が
必
要

な
の
か
多
角
的
に
議
論
し
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
医
療
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
医
療
政
策
や
社
会
保
障
制

度
改
革
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
本
市
の
医
療

及
び
介
護
に
関
す
る
現
状
や
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
十
分
に
把
握
し
、
分
析
し
た
上
で
、
総
合

的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

地
域
医
療
機
能
強
化
の
検
討
は

問答
　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
山
下　
慶
喜

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
関
し
て
、

日
本
脳
炎
の
発
症
件
数
は
少
な
く
、

 

予
防
接
種
に
対
す
る
考
え
方
は

問

答
　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
山
本　
隆
俊

こ
れ
か
ら
の
総
持
寺
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
で
、
一
番
の
課
題
は
、
阪
急
総

持
寺
駅
と
（
仮
称
）
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
が
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
分
断

の
要
因
で
あ
る
阪
急
の
高
架
化
を
含
め
、
阪

急
東
側
住
民
は
放
っ
て
お
か
れ
て
い
る
感
覚

に
な
っ
て
い
る
が
、
面
と
し
て
の
新
し
い
総

持
寺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

阪
急
総
持
寺
駅
西
側
で
は
、
交
通
環

境
の
改
善
な
ど
に
つ
な
が
る
周
辺
整

備
が
進
み
、
東
芝
工
場
跡
地
で
は
、
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
が
動
き
出
そ
う
と
す

る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が
う
ま
れ
て
い
る
が
、

阪
急
の
高
架
化
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
め

ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
西
側
の
整
備

 

総
持
寺
地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

問答

　市議会では、本会議の ｢会議録｣ を定例会、臨時会ご
とに発行しています。市役所南館1階の情報ルーム、各
図書館で自由に閲覧できますのでご利用ください。
　また、議会ホームページ（http://www.city.ibaraki.
osaka.jp/shisei/gikai/）でもご覧いただけます。なお、
３月定例会の会議録は、５月中旬に発行の予定です。

会 議 録を閲覧できます

子
ど
も
の
五
感
を
刺
激
し
、
健
や
か
な
成
長

を
促
す
取
り
組
み
を
今
後
も
実
施
し
て
も
ら

う
よ
う
、
協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。

ぽっぽルームで遊ぶ親子 ( 東中条町）
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一般会計予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

平
成
24
年
に
策
定
し
た
総
合
保
健
福

祉
計
画
を
３
年
ぶ
り
に
見
直
し
た

が
、
見
直
し
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
そ
の
中
に
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
と
あ
る
が
、
市
の

地
域
福
祉
計
画
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

福
祉
活
動
計
画
は
一
本
化
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

総
合
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
新
た
に
生
活
習
慣
病
重
症
化
予

防
に
向
け
た
取
り
組
み
や
認
知
症
高
齢
者
支

援
策
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
計
画
と
は
、
平
成
29
年
度

に
一
本
化
を
検
討
す
る
が
、
今
後
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
主
体
性
や
選

駅
周
辺
再
整
備
に
お
け
る
、
西
口
と

東
口
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺

の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
東
西
の
有
機

的
な
連
携
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
事
業
と
し
て
実
施
す
る
範
囲
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
を
踏
ま
え
、
全
体
と
し
て
大

き
な
方
向
性
を
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
基
づ

き
、
各
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
適
切
と

考
え
て
い
る
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田　
嘉
夫

阪
急
茨
木
市
駅
周
辺
整
備
に
つ
い

て
、
西
口
で
は
、
阪
急
茨
木
市
駅
前

ソ
シ
オ
管
理
組
合
に
お
い
て
、
ソ
シ
オ
建
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
起
こ
り
う

る
東
口
開
発
も
含
め
て
、
西
口
と
東
口
の
一

体
的
な
開
発
を
視
野
に
入
れ
て
、
こ
の
建
替

え
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
基
本
構
想
を
も
う
一
度
考
え
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

阪
急
駅
前
周
辺
整
備
の
方
向
性
は

問

答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本　
光
宏

 

総
合
保
健
福
祉
計
画
の
取
り
組
み
は

問

答
平成26年度補正予算を可決

　●一般会計補正予算（第５号）
　　　　　　　　824,212 千円を減額し、88,213,668 千円

　●財産区特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　773千円を追加し、5,434,685 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　170,162 千円を追加し、29,148,118 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　14,031 千円を減額し、3,199,604 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　18,430 千円を追加し、15,326,073 千円

　●公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　433,841 千円を減額し、7,974,990 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　197,759 千円を減額し、7,948,119 千円

択
の
自
由
な
ど
も
配
慮
し
な
が
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

（イメージ写真）

効
果
を
い
か
し
、
新
た
な
賑
わ
い
や
活
力
の

創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
商
業
が

集
積
す
る
東
側
地
域
の
整
備
に
発
展
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　平成 26年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、13ページをご参照ください。

阪急総持寺駅西改札口付近

阪急茨木市駅西口付近
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